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奈良県高市郡明日香村盟対i字金1,1；にある通称金主l Iiの地下に，11を .r.J 川から和田池に引水す

るための隠道ーが侃盤されている。 この隆道の石tnに特殊な文係を刻んだ石が｛史われているこ

とは，すでに石田茂作氏などにより紹介されているが，その内容はきわめて間市であり，文

係石発見のH寺WJや状況，隆道に｛史われた鮮がよ，その位置などについては何ら触れられていな

L、。 ただその文隊石が向原寺境内に現存する文様石とともに，明｜司香村大字飛f-J'.:'fニ石布Ji Lil土

の須弥山像の石彫手法にiiiずるということで，それとの関連で・触れられており，今日では一

般に飛鳥ll�i＇ 代のものと考えられている。！It山・j能原宮跡調究室では，Jlt山地方の泣跡・造物

の調査のー JJ.1として，｜控迫と文悌石の調査をおこない， 隆道の構築に以lして文i以上でタIIり何

たことがあるのでここに紹介し，合わせて：：CjlJJ氏の文保石に｜却する報告のMi足としたし、。

向）Jr（弓，；のT1すには，－JH堅1c：からつづく比よ
目

：il2～13mの低い丘陵が北にのびている。｜控J!lはこ

の丘陵の，現在f!!i念寺の｛立，u：する通体金堂山のj也下を，丘陵を及U＆にj
’
tJ凶して抗tl撃されてい

る。！窓辺の脱悦は，111/,i約0.6m，山さ約l .4111で， 長さはおよそlOOmに達する。 fJll出Eには4

～5段に石を杭み，天:JJ
：
・には一枚石を波して桃築している。

この｜控道については，これまで航村氏が帯主で、あったll!j,代に桃築されたものと決然と考え

られていたのみで，確たる記録が明示されたこともなかった。 今！日｜淵交のがi民，；＇.＇.；:111i在｛ニヒの

告IJUi市民｝？川：kの「和Ill t也之；氾J （写）とj叫する文；I fにより，｜控j益構築の経i1iiやi:j:ニ代などにIJ:.J

i.1HI説 文 Hi :(j Hi ;;!; (I: 15) 
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して以下に記すような層’ j i : 実が判りj したので紹介したい。

本文醤は，明沿3 4年１月に記されたものを，３か川後の同年４ﾉ j に, １$写したもので，Ｉ隅３２

c m，長さ1 4 0 c mの和紙２枚に蝋‘ I 湾されている。その内容は，明治3 4 年にかつての商取藩１４

代蘇主植村家壷が先祖の功績を記したものであるが，それによれば，「得七' 1 t 祁泰祥院悠之

延宝八年庚申卜地干避浦村始作池以蓄水天和元年辛I ﾉ Ⅷﾉ ﾘ ﾉ j 工竣面i 1 i 五丁･ 余歩名1 - 1和I 1 j 池

（i l l 略）九世租正善院尚憂水利未全正徳四年甲午再起工定水面一万歩築堰於飛鳥川迦溝渠贈

堤防」とあり，天和元年（1 6 8 1 ）に泰祥院（第２代藩主家貞）が現在幾浦' す提にある和ⅡI 池を

造ったことが知れる。「築堰於飛鳥川通溝渠云々」とあるのは，現在廿樫[ f の麓を流れ，磯

浦部落を抜ける用水路を指すのであろう。続いて「十二1 1 1 : 諦観院安永四年乙未又愛溝渠迂' ' ' １

水利ｲ < 便乃盤随道於金堂山蒋干間令近水源水利益便」とあり，安永４年（1 7 7 5 ）諦観院（節

７代家久）の時に隆道が職築されたことがわかる。しかし築造工聯の‘ 模様や，文様石に関し

ては一切触れられていない。

今同，およそ1 0 0 ｍにおよぶ| 魅道のｲ i 組に用いられているｲ 了材をすべてI 淵侭した結果, 以「

に記すように３か所で文様打を確認した｡ 布1 1 1 氏の縦告では４個とされているが, かつて| 睦道

の文様石が抜かれたという風聞もあるので，未確脇のものはそれにあたるのかもしれない。

（l ) は入口から8. 2ｍ奥の天井1: i にゑら, l Lるもの。塊: ( l §蝿ＩｌＩしている約0. 55ｍ×0. 6ｍの範|川

に文様が認められる。

（2) は入' 二1より14 . 6ｍ奥の左側雌岐~ﾄ ﾞ段の石に染ら, |しるもの。蚊大維0. 85ｍ，蚊大尚0. 5m

l I j [ さ0 . 1 5 ｍの，不整形に割った板状１．i の隅の部分にわずかに文様が認められる。

（3 ) は入口より22 . 5ｍ奥の左側壁ドから２段日の石にゑられるもの。腿従0 . 7 5 , , 1 1 . j さ０．３５

ｍの不整平行四辺形の，現螺出面一面に文様がある。三辺はいずれも割り面であるが，一辺

は加工面であり，文様がこの部分にもおよんでいる。

（4 ) は向原寺の薬師堂西の庭内にあるイi にみられるもの。この文様滴の発兇場所や時期，現

位侭に置かれた経緯などは一切詳らかでない｡ 三側面をＷＩ: 1 に加工した| 隅0 . 8 ｍ，厚さ0 . 3 5 ｍ

の羽の上面に，ｌ陥約0 . 4 5 ｍ，優さ約0 . 7 ｍの範州に文様が彫られている。文様の一部は二側面

にもおよび短側面の一方には仕I - I と思われる切り込象が造り出されている。

これらの文様石は，いずれも平坦に川~l 皇した化樹料の石而に､ | 島肉彫りにより文様を表現し

ているが，何を表現したもので，どういう性格のものかは断片的なこれらの資料だけからは

読染とることは' 1 l 来ない。また，これらは江いに接合する部分も典ら, |しないので，｜l 1 - l l I 1 i l 体

力､ 存かも不ﾘ j である。

以上，縫道および文様‘ L i の洲f f 結果を記したが，文様禰に関しては従来以上には新しい知

兇は得られなかった。ただ，ここにとりあげたのは，隆道内で文様面が螺川しているものに

限られているので，随道内にはまだ伺賊がある可能性は．| ･ 分ある。現存する商取城の布埴と

ともに災に I 凋査を兎ねる必要があろう。（安述厚三）
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